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ΦΦΦΦののののNNNN乗乗乗乗ととととφφφφののののNNNN乗乗乗乗とのとのとのとの関係関係関係関係はははは、、、、NNNNがががが奇数奇数奇数奇数のときはのときはのときはのときは減算減算減算減算、、、、偶数偶数偶数偶数のときはのときはのときはのときは加算加算加算加算するとするとするとすると、、、、リュカリュカリュカリュカ数列数列数列数列がががが現現現現れるれるれるれる。。。。
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＜前提＞
Φ　≒ 1.618 F数列はフィボナッチ数列 ：1,1,2,3,5,8,13,21,34,55,89,144,…
φ　≒ 0.618 L数列はリュカ数列         ：1,3,4,7,11,18,29,47,76,123,189,…
√5　≒ 2.236 Φ*φ=1 Φ+φ=√5 Φ-φ=1

＜試算＞
Φ＋φ √5 √5^1 Φ＾1－φ＾1 1Φ - φ＾1 1
Φ＾2＋φ＾2 3 1 3
Φ＾3＋φ＾3 4.47 √5^2 Φ＾3－φ＾3 2Φ＋1 - φ＾3 4
Φ＾4＋φ＾4 7 3 7
Φ＾5＋φ＾5 11.18 √5^5 Φ＾5－φ＾5 5Φ＋3 - φ＾5 11
Φ＾6＋φ＾6 18 8 18
Φ＾7＋φ＾7 29.06 √5^13 Φ＾7－φ＾7 13Φ＋8 - φ＾7 29
Φ＾8＋φ＾8 47 21 47
Φ＾9＋φ＾9 76.01 √5＾34 Φ＾9－φ＾9 34Φ＋21 - φ＾9 76

F数列が現れる

以前のあるPDFでは 『＊厳密にはＬｎ＝Φ＾ｎ＋（-Φ）＾-1　であるが≒Φ＾ｎと言える。』という転記ミスをしましたので下記のように修正します。

『＊『＊『＊『＊厳密厳密厳密厳密にはにはにはにはＬｎ＝Ｌｎ＝Ｌｎ＝Ｌｎ＝ΦΦΦΦ＾ｎ＋（＾ｎ＋（＾ｎ＋（＾ｎ＋（----φφφφ）＾ｎ　）＾ｎ　）＾ｎ　）＾ｎ　であるがであるがであるがであるがLn≒Ln≒Ln≒Ln≒ΦΦΦΦ＾ｎ＾ｎ＾ｎ＾ｎとととと言言言言えるえるえるえる。』。』。』。』が正しい表示です。（2009．1.15以降は訂正済みです。）

Φ＾0 1 1 加算 減算

Φ＾1 1Φ 1.618 Φ＾-1 φ＾1 0.618 = 2.236 1.000 1
Φ＾２ 1Φ＋1 2.618 Φ＾-2 φ＾2 0.3819 = 3.000 2.236 3
Φ＾３ 2Φ＋1 4.236 Φ＾-3 φ＾3 0.2360 = 4.472 4.000 4
Φ＾４ 3Φ＋2 6.854 Φ＾-4 φ＾4 0.1459 = 7.000 6.708 7
Φ＾５ 5Φ＋3 11.09 Φ＾-5 φ＾5 0.0901 = 11.180 11.000 11
Φ＾６ 8Φ＋5 17.944 プラス Φ＾-6 φ＾6 0.0557 = 18.000 17.888 18
Φ＾７ 13Φ＋8 29.034 ・ Φ＾-7 φ＾7 0.0344 = 29.068 29.000 29
Φ＾８ 21Φ＋13 46.978 マイナス Φ＾-8 φ＾8 0.0213 = 46.999 46.957 47
Φ＾９ 34Φ＋21 76.012 Φ＾-9 φ＾9 0.0131 = 76.025 75.999 76

∴ LLLL数列数列数列数列

＊　Ｌｎ＝Φ＾ｎ＋（-Φ）＾-ｎ　は
Φ＝φ＾-1　または　φ＝Φ＾-1　から
Φ＾-ｎ＝φ＾ｎ　となるので
Ｌｎ＝Φ＾ｎ＋（-φ）＾ｎ　
これは言うまでもなく nが奇数のときは減算で、ｎが偶数のときは加算することを意味している。

そして、ｎが大きくなるほど（-φ）＾ｎの値は小さくなるので　Lｎ≒Φ＾ｎ　と言える。

F数列が現れる L数列が現れる

加算≒減算


